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認知症対応型デイサービスセンター利用契約書 

 

 

           様（以下「利用者」という。）と社会福祉法人いじみの福祉会

（以下「事業者」という。）が設置運営する「デイサービスセンター陽だまり苑（認知症対

応型通所介護」（以下「事業所」という。）は、利用者が事業所から提供される各種サービ

スを受け、それに対して利用料金を支払うことについて、本契約書に添付の「重要事項説明

書（認知症対応型デイサービスセンター）」に基づいて事業者（担当者          ）

から説明を受け、サービスの提供に同意したので次のとおり契約を締結します。  

 

 

第１条 契約の目的 

事業者は、介護保険法等関係法令の趣旨に従い、利用者がその有する能力に応じ、可能な

限り自立した日常生活を営むことができるように支援することを目的として、本契約に基

づきサービスを提供いたします。 

２ 利用者は、第１５条に定める契約の終了事由がない限り、本契約に定めるところに従い、

サービスを利用できるものとします。 

第２条 介護計画の決定及び変更 

事業者は、居宅サービス計画に沿って介護計画を作成し、これに基づいてサービスを提

供するものとします。 

２ 介護計画については、利用者に対して説明し、同意を得たうえで決定します。 

またこの計画に変更の必要のある場合は、適宜変更するものとします。 

第３条 介護保険給付対象サービス 

事業者は、送迎サービス、入浴・排泄・食事等の介護、生活についての相談・助言、健康

管理と機能訓練等を提供するものとします。 

第４条 介護保険給付対象外サービス 

事業者は、利用者との合意に基づき、利用者に対する食事等の介護保険給付対象外サー

ビス（「重要事項説明書」のとおり）を提供するものとします。 
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第５条 連帯保証人への説明 

事業者は、本契約に基づいて利用者に対して行うのと同様の内容の説明を、連帯保証人

に対しても行うものとします。 

第６条 サービス利用料 

事業者は、利用者との合意に基づき、第３条及び第４条に規定するサービスの利用料と

して次の支払を申し受けます。 

(1) 介護保険制度による介護サービス費用の利用者負担相当額 

(2) 食費 

(3) 利用者の選定による特別な食事のサービスの費用 

(4) 利用者に対する医療処置に要する材料費 

(5) キャンセル料 

(6) 早朝延長サービス利用料金 

(7) オムツ代 

(8) その他利用者の個別のご要望によりご提供するお品代 

２ 前項のサービス利用料金は利用者が負担するものとします。 

第７条 サービス利用料金の支払い 

サービス利用料金は、1 か月ごとに計算し、利用者はこれを翌月 25 日までに事業者が指

定する方法で支払うものとします。 

第８条 利用料金の変更 

第６条第１項第１号に定めるサービス利用料金について、介護給付費体系の変更があっ

た場合、事業者は当該サービス利用料金を変更することができるものとします。 

２ 第６条第１項第２号から第８号までに定めるサービス利用料金（食費の標準自己負担額

を除く。）については、経済状況の著しい変化その他止むを得ない事由がある場合、事業者

は利用者に対して説明をしたうえで、当該サービス利用料金を相当な額に変更することが

できます。 

３ 利用者は、前項の変更に同意することができない場合には、本契約を解約することができ

ます。 

第９条 事業者及びサービス従事者の義務 

事業者及びサービス従事者は、サービスの提供にあたって、利用者の生命及び身体の安

全確保に配慮するものとします。 

２ 事業者は、利用者の心身の状況に急変のある時、ただちに利用者の家族等に連絡するもの

とします。 

３ 事業者は、利用者又は他の利用者等の生命及び身体を保護するため緊急止むを得ない場
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合を除き、身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為を行わないものとします。 

４ 事業者は、利用者に対するサービスの提供について、必要な記録を作成し、その完結の日

から５年間保管し、利用者の要求に応じてこれを閲覧させるものとします。 

第１０条 事故発生時の対応 

サービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者の家族、居宅介護支援事

業者、市町村等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じるものとします。 

第１１条 守秘義務 

事業者は、サービスを提供するうえで知り得た利用者（契約者）、連帯保証人及びその家

族に関する情報（以下「個人情報」という。）を正当な理由なく第三者に漏洩しません。こ

の守秘義務は、本契約が終了した後も継続します。 

ただし、次の目的及び相手については、利用者への介護サービスの質向上のため、個人情

報の提供を行うこととします。 

（1） 相手方 

(ア) 利用者の居宅サービス計画を作成する居宅介護支援事業所 

(イ) 介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントを作成する地域包括支援セ

ンター 

(ウ) 利用者の居宅介護計画に位置づけられた事業所 

(エ) 主治医、保険者 

（2） 目 的 

(ア) サービス担当者会議及び上記相手方との連絡調整 

２ 前項各号の目的以外で個人情報を提供する場合については、別に確認するものとします。 

第１２条 利用者のサービス利用上の注意義務等 

利用者は、サービスを利用するに当たって、次の事項に留意するものとします。 

（1）  利用者は、他の利用者に迷惑をかける行為や、危害を与える行為を行わないもの

とします。 

（2） 利用者は、食品類や他の利用者に危害を与える恐れのある品を持ち込まないもの

とします。 

（3） 利用者は、インフルエンザ、ノロウイルス、新型コロナウイルス等、感染症を発症

した時は、二次感染防止のため利用を中止するものとします。 

（4） 利用者は、感染性疾患の診断を受けた場合には、速やかに事業者に申し出るもの

とします。 

（5） 利用者は、施設、敷地、設備及び備品等をその本来の用途に従って、利用するもの

とします。 
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第１３条 損害賠償責任  

事業者は、本契約に基づくサービスの提供に伴って、自己の責に帰すべき事由により、利

用者に与えた損害について賠償する責任を負います。第 11 条に定める守秘義務に違反した

場合も同様とします。ただし、利用者に故意又は過失が認められる場合には、損害賠償額を

減じることができるものとします。 

２ 事業者は、前項の損害賠償責任を速やかに履行するものとします。 

第１４条 損害賠償がなされない場合 

事業者は、自己の責に帰すべき事由がない限り、損害賠償責任を負いません。とりわけ以

下の各号に該当する場合には、事業者は損害賠償責任を免れます。 

（1） 利用者が、契約締結時に利用者の心身の状況及び病歴等の重要事項について、故

意にこれを告げず、又は不実の告知を行ったことに専ら起因して損害が発生した

場合 

（2） 利用者が、サービス実施にあたって必要な事項に関する聴取・確認に対して故意

にこれを告げず、又は不実の告知を行ったことに専ら起因して損害が発生した場

合 

（3） 利用者の急激な体調の変化、介助によらない利用者自身の行為等、事業者の実施

したサービスを原因としない事由に起因して損害が発生した場合 

（4） 利用者が、事業者又はサービス従事者の指示・依頼に反して行った行為に専ら起

因して損害が発生した場合 

（5） 事業者の実施したサービスを原因としない事由に起因して、利用者の自己管理と

する身の回りの品（例：貴重品、補聴器、眼鏡、入れ歯、調度品）について損害が

発生した場合 

第１５条 契約の終了事由 

利用者は、以下の各号に基づく契約の終了がない限り、本契約に定めるところに従い、事

業者が提供するサービスを利用することができるものとします。 

（1） 利用者が死亡した場合 

（2） 要介護認定により利用者の心身の状況が自立と判定された場合 

（3） 事業者が解散命令を受けた場合又は破産した場合若しくは止むを得ない事由によ

り事業所を閉鎖した場合 

（4） 事業所の滅失や重大な毀損により、サービスの提供が不可能になった場合 

（5） 事業所が介護保険の指定を取り消された場合 

（6） 第 16 条又は第 17 条に基づき、本契約が解除された場合 
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第１６条 利用者からの契約解除 

利用者は、事業者又はサービス従事者が以下の事項に該当する行為を行った場合には、

本契約を解除することができます。 

（1） 事業者が正当な理由なく本契約に定めるサービスを実施しない場合 

（2） 事業者が第 11 条に定める守秘義務等に違反した場合 

（3）  事業者が故意又は過失により利用者の身体・財物・信用等を傷付け、又は著しい

不信行為、その他本契約を継続しがたい重大な事情が認められる場合 

（4） 他の利用者が利用者の身体・財物・信用等を傷付けた場合又は傷付ける恐れがあ

る場合において、事業者が適切な対応をとらない場合 

第１７条 事業者からの契約解除 

事業者は、利用者が以下の事項に該当する場合には、本契約を解除することができます。 

（1） 契約締結時に利用者の心身の状況及び病歴等の重要事項について、故意にこれを

告げず、又は不実の告知を行い、その結果本契約を継続しがたい重大な事情を生

じさせた場合 

（2） 利用者が、故意又は重大な過失により事業者又はサービス従事者若しくは他の利

用者等の生命、身体、財物、信用等を傷付けたり、他の利用者が等しくサービスを

受ける権利を侵害した場合又は著しい不信行為を行うことなどによって、本契約

を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合 

（3） 利用者が本契約を履行しない場合 

（4） 介護サービス提供に際して、著しく障害となる暴力行為や暴言等のある場合 

① パワーハラスメント 

業務の適正な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与えたり、介護支援を

する際の環境を悪化させる行為 

② セクシュアルハラスメント 

事業者の職員や介護支援専門員を不快にさせる性的な言動 

③ マタニティハラスメント 

妊娠した事業者の職員や介護支援専門員に対する嫌がらせ 

④ カスタマーハラスメント 

利用者や本人であるという立場の優位性を盾に、悪質な要求や理不尽なク

レームを行う行為 

⑤ 契約以外の行為を執拗に要求した場合 

⑥ その他、事業者や介護支援専門員が契約の行為を行うことが困難になる理不

尽な行為があった場合 

（5） その他、本契約を継続しがたい不信行為等があった場合  
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第１８条 苦情処理 

事業者は、その提供したサービスに関する利用者等からの苦情に対して、苦情を受け付

ける窓口を設置して適切に対応するものとします。 

第１９条 連帯保証人 

利用者は契約に際し、1 名の連帯保証人を定めるものとします。 

２ 連帯保証人は、利用者に債務不履行のあった場合、利用者が負担する債務の 6 ヶ月分を

上限として弁済する義務を負うものとし、変更する場合及び住所等に変更のある場合は、速

やかに事業者に報告するものとします。 

第２０条 利用者及び連帯保証人の債務 

利用者は、本契約の締結により生じる利用者の債務全般についての責を負うものとしま

す。 

また、連帯保証人は利用者が負担する債務について極度額１００万円の範囲内で責を負

うものとします。 

第２１条 協議事項 

本契約に定められていない事項について問題が生じた場合には、事業者は、介護保険法

その他諸法令の定めるところに従い、利用者と誠意をもって協議するものとします。 
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前記のとおり利用者について介護サービスに関する契約を結びます。 

本契約を証明するために、同契約書３通を作成し、利用者、連帯保証人及び事業者が記名・

押印の上、それぞれ１部ずつを保管します。 

 

 

      年   月   日 

 

（事 業 者） 所 在 地 新潟県新発田市中央町５丁目４番２号 

事 業 者 名  社会福祉法人 いじみの福祉会 

代表者職・氏名  理 事 長  馬 場 成 男  印 

 

（利 用 者） 私は、この契約内容及び添付の重要事項説明書並びに個人情報の使用に

ついて、同意します。 

ご 住 所                      

お 名 前                   印  

電 話 番 号                      

（連帯保証人） 私は、この契約内容及び添付の重要事項説明書並びに個人情報の使用

について、同意します。 

また、家族の個人情報の使用についても同意します。 

ご 住 所                      

お 名 前                   印  

利用者との続柄                      

電 話 番 号                      
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重 要 事 項 説 明 書 

（認知症対応型デイサービスセンター） 

1. 事業者（法人）の概要 

法 人 名 社会福祉法人 いじみの福祉会 代表者氏名 理事長  馬 場  成 男 

法人所在地 新潟県新発田市中央町５丁目４番２号 設立年月日 平成 １２年  ３月 ３０日 

2. 施設の概要 

施 設 の 名 称  デイサービスセンター陽だまり苑（認知症対応型） 

介 護 保 険 事 業 者 番 号 １５７０６００３５１ 

指 定 年 月 日 平成１３年４月９日 

施 設 の 所 在 地 新潟県新発田市岡田１７４６番地１ 

電 話 番 号 
電話 0254－20－3801 (デイサービス専用) 
FAX 0254－20－3550 

苑 長 馬場 成世 

利 用 定 員 １２ 名 

第 三 者 評 価 の 実 施 状 況 無 し 

3. 職員配置状況及び勤務体制 

4. 営業日・営業時間及び実施地域 

営業日 サービス提供時間 営 業 時 間 時間延長サービス 事業の実施地域 

年中無休 
午前 9時 

～午後 5時 

午前 8時 30分 
～午後 5時 30分 

午前7時45分～午前9時 

午後5時～午後６時３0分 
新発田市 

5. 設備等の概要 

浴室 送迎車 機能訓練機器 サービスご提供空間 教養娯楽設備 

大浴槽 〇 

リフト付きワ
ゴン車、他 

〇 
デイルーム、機能訓練コーナー、トイレ(男女各
1ヶ所、車イス対応）、脱衣所、静養室、相談室 

テレビ、ビデオ、将
棋、囲碁、カラオケ 

特殊浴場 〇 

家庭浴槽 ○ 

管 理 者 看護職員 
機能訓練 
指導員 

生活相談員 
介護士 

（パート含む） 
栄 養 士 

１名(兼務) １名以上(兼務) １名以上(兼務) １名以上(兼務) １名以上(兼務) １名(兼務) 

8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 
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6. サービスの概要 

(1) ケアプランの作成 

利用者様お一人おひとりの心身の状態・ご要望により介護計画を作成し、適宜更新しながら介護サービスを

ご提供いたします。 

(2) 食 事 

管理栄養士が、栄養バランスの良いお食事をご提供いたします。 

朝 食 昼 食 夕 食 

8：00～9：00 12：00～13：00 18：00～19：00 

(3) 入 浴 

ケアプランに基づき、ご支援をいたします。 

(4) 機能訓練 

理学療法士等の専門職による機能訓練をご提供いたします。 

(5) 健康管理 

血圧、体温、脈拍測定、サービス利用中の様子観察、入浴時における皮膚疾患等の観察 他 

(6) レクリエーション 

ご要望により各種アクティビティ、行事等にご参加ください。 

7. 介護サービス利用料金 

サービス利用料金は、介護保険負担割合証による記載割合の額をご負担いただきます。 

原則として基本利用料の１割（一定以上の所得のある方は２割、現役世代並みの所得がある方は

３割）の額です。介護保険給付の支給限度額を超えてサービスを利用する場合、超えた額の全額をご

負担いただきます。 

(１) 介護保険適用サービス 

添付料金表のとおり 

・デイサービスセンター陽だまり苑（認知症対応型通所介護）料金表 

(２) 介護保険適用外サービス 

添付料金表のとおり 

・介護保険適用外サービス料金表（デイサービスセンター陽だまり苑（認知症対応型通所介護）） 

8. サービスご利用に当たっての留意事項 

(1) 利用者様の健康状態、日頃のご様子と変わること等の留意事項につきましては、お迎えにあがる職員ま

でお申し付けください。 

(2) サービス利用中に利用者様の症状・状態に急変、その他緊急事態が生じた時は速やかに家族様にご

連絡いたします。 

(3) サービスご利用日の朝、体調（熱、腹痛、嘔吐、下痢等）をご確認ください。  
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（具合の悪い場合は無理をなさらないでください。早めの受診をお勧めいたします。）  

(4) （4） お迎えの車があがるまでに、ご乗車のお支度をお願いします。 

① トイレをすませてください。また、オムツが汚れている場合はお取替えください。 

② 身支度を整えてください。（寒い日はあらかじめ防寒衣類をはおっておいてください。） 

9. ご利用料金の支払い方法 

お支払いは、下記金融機関の各本支店のご指定の口座より翌月 25 日に自動引き落としとさせていただき

ます。（請求明細書は、月末締めの翌月 15日頃の発送となります。） 

きらやか銀行、ゆうちょ銀行、第四北越銀行、大光銀行、信用組合(新潟県内)、信用金庫(新潟県内) 

新潟県労働金庫、ＪＡバンク新潟県信連（農協） 

口座引き落としができない場合のお支払いにつきましては、下記口座へのお振込みをお願い致します。 

銀行名 
きらやか銀行
（508） 

支店名 新発田支店（支店番号：670） 口座種別 普通 

口座番号 1 0 1 7 3 4 8 

カナ 

口座名義 

フク） イジミノフクシカイ リジチョウ ババナリオ 

社会福祉法人 いじみの福祉会 理事長 馬場成男 
 

利用請求書及び領収書の再発行はいたしませんので、大切に保管くださいますよう御願いいたします。 

10. 協力病院 

協力病院 県立新発田病院 ０２５４－２２－３１２１ 

11. 非常災害対策 

(1) 施設は、非常災害に関する具体的な計画を立てております。 

(2) 施設は、非常災害その他緊急時に備え、防火教育を含む総合訓練を地域消防署の協力を得たうえ

で、年２回以上実施する等利用者の安全に対して万全を期すように取り組んでおります。 

12. キャンセル 

(1) 利用者様がサービスのご利用を取り止めになられる場合は、お早めにご連絡願います。 

(2) お食事のキャンセル料 

・ご利用前日の８時４５分までにお申し出がない場合、全額を申し受けます。 

・サービス利用中の利用者様の体調等により、お食事をお召し上がりになられることが困難な場合も、

規定どおりの食事サービス料を申し受けます。 

(3) 介護サービスのキャンセル料 

・ご来苑後のサービス利用を中止される場合は、規定どおりの介護サービス料を申し受けます。 
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13. サービスご利用に関するご相談・苦情 

(1) 利用相談・苦情担当者及び苦情解決責任者 

 利用相談・苦情担当者 苦情解決責任者 

デイサービスセン

ター陽だまり苑(認

知症対応型) 

生活相談員  伊藤 美沙子 苑  長  馬場 成世 

電話 ０２５４―２０―３８０１ 電話 ０２５４―２０―３８００ 

(2) 苦情解決第三者委員 

氏    名 電話番号 

比企 広正 

（新発田市議会議員） 
０２５４―４１―１０００ 

佐久間 助左エ門 

（社会福祉法人いじみの福祉会監事） 
０２５４―２８―２７３９ 

(3) 当施設で苦情が解決できない場合の申し立て先の紹介 

申し立て先 電話番号 

新潟県福祉サービス運営適正化委員会（新潟県社会福祉協議会内） 

(新潟市中央区上所2-2-2新潟ユニゾンプラザ３階) 
０２５－２８１－５６０９ 

新潟県国民健康保険団体連合会 介護サービス相談室 

（新潟市中央区新光町4-1 新潟県自治会館本館３階） 
０２５－２８５－３０２２ 

新発田市高齢福祉課 

（新発田市中央町3-3-3） 
０２５４－２２－３０３０ 

14. 第三者による評価の実施状況 

実施の有無 有  ・  無 

実施した直近の年月日  

実施した評価機関の名称  

評価結果の開示状況  

15. 衛生管理等 

(1) サービスに供する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水について、衛生的な管理に努め、又は衛生

上必要な措置を講じます。 

(2)  食中毒及び感染症の発生を防止するための措置等について、必要に応じて保健所の助言、指導を求めるとと

もに、常に密接な連携に努めます。 

施設において感染症が発生し又はまん延しないように、措置を講じます。 
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16. 認知症への対応力向上に向けた取組み 

認知症についての理解のもと本人主体の介護を行い、認知症の人の尊厳の保証を実現するために、介護に直

接かかわる職員のうち医療・福祉の資格を有さないものについては、入職から１年以内に認知症介護基礎研修を

修了します。 

17. 業務継続計画の策定等について 

(1) 感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービスの提供を継続的に実施するための、及び非

常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計画）を策定し、当該業務継続計画に従って必要

な措置を講じます。 

(2)  職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施します。 

(3)  定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 

18. 虐待の防止について 

施設は、利用者等の人権の擁護・虐待の発生又はその再発を防止するために、次に掲げるとおり必要な措置

を講じます。 

(1)  虐待防止に関する担当者を選定しています。 

(2) 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について職員に周知徹底を図ってい

ます。 

(3)  虐待防止のための指針の整備をしています。 

(4)  職員に対して、虐待を防止するための定期的な研修を実施しています。 

(5)  サービス提供中に、当該施設職員又は家族・親族・同居人等による虐待を受けたと思われる利用者を発見し

た場合は、速やかに、これを市町村に通知します。 

19. ハラスメントの防止について 

(1) 施設は、適切なサービスの提供を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越的な関係を

背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより職員の就業環境が害されることを防止

するための方針の明確化等の必要な措置を講じるものとします。 

(2) ハラスメントは、サービスの提供を困難にし、関わった職員の心身に悪影響を与えます。状況によってはサー

ビスの提供を停止させて頂く場合があります。 
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個人情報の提供を行う場合 

 

社会福祉法人いじみの福祉会認知症対応型デイサービスセンター利用契約書第11条第２項に規定する「前項各

号の目的以外で個人情報を提供する場合」について、下記のとおり確認します。 

記 

1. 使用する期間 

介護サービス提供に係る契約開始の日からその契約が解除あるいは終了するまでの期間。  

2. 使用する目的 

確認 目  的 

  （１）介護保険における介護認定の申請及び更新、変更のため 

  
（２）利用者に関わる介護計画（ケアプラン）を立案し、円滑にサービスが提供されるために

実施するサービス担当者会議での情報提供のため 

  
（３）医療機関、福祉事業者、介護支援専門員、介護サービス事業者、自治体（保険者）との

連絡調整のため 

  
（４）利用者が、医療サービスの利用を希望している場合及び主治医等の意見を求める必要の

ある場合 

  
（５）事業者が、契約終了又は利用者の希望により他の施設へ入所を希望した場合、入所の援

助を行う際に必要な個人情報を使用する場合 

  （６）利用者の利用する介護事業所内のカンファレンスのため 

  （７）行政の開催する評価会議、サービス担当者会議 

  （８）その他サービス提供に必要な場合 

  （９）上記各号に関わらず、利用者の病状の急変等緊急を要する時の連絡の場合 

  （10）介護事業所などにおいて行われる研修生、実習生への教育のため 

  
（11）施設行事等において撮影された写真・映像等を法人のホームページや広報誌又は施設内

掲示板に掲載するため 

確認欄  了承 … ○  了承せず … × 

3. 使用にあたっての条件 

（１）個人情報の提供は必要最小限とし、提供にあたっては関係する者以外に漏れることのないよう、細心の注

意を払うこと。 

（２）個人情報を使用した会議の内容や相手方などについて、経過を記録しておくこと。 


